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校
内
研
究
と
の
関
わ
り
方

所
長

田
中

浩
三

「
校
内
研
究
」
と
い
え
ば
、
各
学
校
が
四
月
当
初
よ
り

最
も
時
間
を
か
け
て
計
画
的
に
取
り
組
み
、
し
か
も
全
教

職
員
が
同
じ
目
標
を
も
ち
実
践
化
し
て
い
る
、
各
学
校
独

自
の
研
修
だ
と
い
え
ま
す
。

最
近
の
校
内
研
究
で
特
に
顕
著
な
こ
と
は
、
各
学
校
と

も
全
教
師
に
よ
る
研
究
授
業
が
着
実
に
実
施
さ
れ
て
お

り
（
平
成
二
二
年
度
実
施
率
：
小
学
校
九
五
％
、
中
学
校

七
五
％
）
、
授
業
実
践
に
よ
る
各
学
校
の
課
題
解
決
が
着

々
と
進
ん
で
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
校
内
研
究
に
関
わ
る
こ
と
を
業
務
の
一

環
と
し
て
い
る
本
教
育
研
究
所
で
は
、
今
年
度
も
市
内
各

学
校
の
要
請
に
応
じ
て
多
く
の
授
業
づ
く
り
等
に
関
わ

ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
関
わ
り
方
に
つ
い
て
具
体
的
に
は

、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

以
上
の
数
値
か
ら
、
本
研
究
所
が
直
接
学
校
へ
訪
問
す

る
機
会
が
多
い
こ
と
や
多
く
の
授
業
づ
く
り
に
関
わ
っ

て
い
る
様
子
が
読
み
取
れ
る
と
思
い
ま
す
。
中
で
も
最
近

で
は
、
授
業
研
究
会
の
指
導
助
言
の
み
で
な
く
、
事
前
の

指
導
案
検
討
会
の
よ
う
に
具
体
的
な
関
わ
り
方
が
増
え

る
傾
向
に
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
考
え
る
と

本
研
究
所
の
関
わ
り
方
は
、
授
業
実
践
に
効
果
的
に
働
い

て
い
る
と
同
時
に
、
校
内
研
究
の
ね
ら
い
で
も
あ
る
「
授

業
実
践
を
通
し
て
教
師
の
指
導
力
向
上
や
授
業
改
善
を

図
る
」
こ
と
に
も
寄
与
し
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

結
び
に
、
本
研
究
所
で
は
今
後
と
も
校
内
研
究
と
の
関

わ
り
方
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
次
の
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
。

○
学
校
教
育
の
目
指
す
方
向
性
等
を
把
握
し
、
「
理
論
と

実
践
」
を
加
味
し
た
授
業
実
践
の
あ
り
方
を
追
求
す
る
。

○
研
究
授
業
が
日
常
の
授
業
実
践
に
、
さ
ら
に
具
現
化
で

き
る
よ
う
支
援
す
る
。

○
教
師
自
身
が
問
題
意
識
を
も
ち
主
体
的
に
追
求
す
る

校
内
研
究
の
あ
り
方
等
を
支
援
す
る
。

●「教育研究員の実践的研究・研修を行い，教員の資質の向上を図り本市学校教育の充実に資する」ことを趣旨として、平成 24年度教育研究
員の募集が始まりました。平成２４年３月末現在、那覇市立幼稚園・小・中学校の職員で，教職経験３年以上の先生方が応募できます

次年度教育研究員募集中！
研究所だより那覇市立教育研究所

那覇市金城 3－5－3
所 長 田 中 浩 三

11 月 14，15 日に、第 97 期研究員の
「中間検討会Ⅰ」が、28日（金）に「項
立て検討会」が行われました。

11／16(水)

私は初めてこのような学習会に参加したので、とても緊張しました。でも、
学び合いという形で参加できたので、他の先生方の読みを知ることもでき
て、少しずつ安心して参加できました。これが学び合いのよさだと実感し
たので、学級でも即実践したいと思いました。

あっという間でした。言葉のとらえ方はいろいろとあり、なるほ
どーと感心することが多く、学ぶことができました。この講座で
学んだことを生徒と一緒にやりたいなと思ったので、次の詩の授
業はいつかなーと楽しみになりました。

明日から目の前にいる子供たちに優しく接することができそうです。子
どもたちから私も学び、子どもたちにも国語を味わってもらえるように頑
張ります。

ちょっとドキドキして申し込みましたが、すごくあっ
たかくて楽しい勉強会でした。学び合いがなんと楽し
いことか！詩を読む前と読んだ後では深まりが全然
違う。中学の先生方と学び合いができて「さすが深
い！」と感心しきりでした。

11 月 16日（水）の１７：３０から研究所の 2
階会議室において「第 1回 コンビニ国語講座」
が開催されました。今回は「学び合い」を体験し
ながら「詩を味わう」という内容でした。12 名
の小中学校の先生方が参加されました。

私自身「このような研究がしたい」「この
ような手だてをすれば…」という思いはあ
るのですが、それをなかなか言葉や文字で
表すことができず、所長をはじめ、指導主
事の先生方のご指摘・ご指導が大変参考に
なり、学びのある検討会になりました。
他の研究員の発表を聞き、感心すると同時
に、様々なご指摘・ご指導を私自身の研究
に重ねて考えることもでき、大変勉強にな
りました。今後は、検証保育までの見通し
も持ちながら、計画的に研究に取り組んで
いきたいと思います。 屋嘉部研究員

国仲指導主事

コンビニ国語講座
受講者募集中！

第二回目は 12 月 14 日㈬ 17：30 か
らです。次回の講座内容は「五段階
情報整理法」です。

毎月一回の講座（計 5回）を予定し
ています。
申し込みはメール、電話、fax にて
受け付けています。
詳しくは那覇市立教育研究所ﾎｰﾑﾍﾟ
ｰｼﾞまたは Desknet’sで。気軽に
ご連絡ください。

【講座後のメール】早速、『千曲川
旅情のうた』で試みてみました。
子供達にとっては、とても難しい
詩ではなかろうかと思われました
が、楽しそうに学び合っている姿
が見られました。例えば「古城は
何を語っていたのだろう」という
疑問に対しての生徒の自分なりの
答えが深くて面白かったです。

第 98期 平成 24年 4月 1日から６ケ月
第 99期 平成 24年 10月 1日から６ケ月

教育研究所では
平成 24 年度教育研究員を募集しています。

詳しく募集要項でお確かめください。

那覇市立教育研究所ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞまたはDesknet’s

◆
学
校
の
要
請
に
よ
る
指
導
主
事
訪
問

市
内
小
学
校
：
延
べ
七
〇
校
、
中
学
校
：
延
べ
三
三
校

◆
要
請
内
容
：
小
中
学
校
の
国
語
（
四
二
回
）
と
算
数
・
数

学
（
五
四
回
）、
そ
の
他
（
七
回
）

◆
支
援
内
容
と
し
て
、

◎
研
究
授
業
反
省
会
の
指
導
助
言
（
六
一
回
）、
◎
学
習
指
導

案
事
前
検
討
（
二
五
回
）、
◎
授
業
づ
く
り
講
話
（
一
九
回
）


